障害幼児の療育や統合保育におけるムーブメント教育・療法活用の可能性の検討 : 保育士・指導員へのアンケート調査から by 阿部 美穂子
障害幼児の療育や船保育附けるムー ブメント教育・療法活用の可能性の検討
一保育士・指導員へのアンケート調査から-
阿部美穂子1) 
障害のある幼児の療育、及び統合保育におけるムーブメント教育・療法活用の可能性老探るこ
とを目的に、保育・療育に携わる保育士・指導員らに対し、ムーブメント教育・療法の体験研修
を実施し、発達支援フログラムとしてどのような効果を期待できるか、どのような形で療育や保
育場面に導入できるかなどについて、アンケート調査を実施した。その結果、障害児通園施設で
療育に携わる保育士や指導員らは、発達の促進に重点在置きつつ、活動の楽しさや子どもの実態
への柔軟な対応が可能であることに着目していた。また、統合保育に携わる保育士らは、発達に
気がかりのある子どもの社会性や情緒、活動参加意欲の問題に対応できる点に着目し、特に本人
だけでなく、周りの子どもに及ぼす効果や年齢等を問わず実施できる点を取り上げていた。この
ことから、ムーブメント教育・療法が、個に応じて多様な取り組みが求められる保育・療育の実
践に生かすことができ、特に障害のある子どもや発達に気がかりがある子どもを含む集団保育活
動プログラムとしても、導入できる可能性が示された。
Key words ;ムーブメント教育・療法障害児保育統合保育発達支援療育
1.目的
障害のある幼児への発達支援については、これま
でに各種入所施設や通園施設などの専門機関で療育
を行う体制が作られてきている。加えて、 1974(昭
和49)年の「障害児保育事業実施要綱」の策定以来、
地域の保育所で障害児を受け入れる統合保育の実践
が積まれてきている。しかしながら、統合保育導入
から30年老経た現在も、統合保育は保育土にとっ
て不全感をもたらすものであり(河内・福津・漬田，
2006)、多くの保育士や指導員らは障害のある子ど
もへの保育プログラムに不安を抱えている(中嶋，
2002、山本・山根， 2006)のも現実である。この
ように、障害児の保育は、保育に携わる者にとって
今日的な重要課題のーっとなっている。
2008年3月に改訂された幼稚園教育要領では、
障害のある幼児の指導にあたり、集団生活の中で全
体的な発達を促していくことや、障害のある幼児と
そうでない幼児とが活動を共にする機会を積極的に
設けるよう配慮することが示されている。また、同
時期に改訂された保育所保育指針においても、障害
1 )富山大学人間発達科学部
のある子どもの保育については、一人一人の子ども
の発達過程や障害の状態を把握し、適切な環境の下
で、障害のある子どもが他の子どもとの生活を通し
て共に成長できるよう、指導計画の中に位置付ける
ことが示されている。このことから、障害のある幼
児の発達支援については、従来の専門機関による個
別的な治療訓練だけでなく、日常的な保育において、
障害のある幼児を含めたすべての子どもの発達を支
援できる活動をどのように創出するかという、新し
い保育・療育内容及び方法の開発が求められてきて
いるといえる。特に、これまでの統合保育において
は、通常の保育活動の中で、物理的な環境整備や人
的配置により、いかに障害児への個別支援を適切に
行うかに関心があり、障害のある子どももない子ど
もも共に楽しみ、発達を促進する集団保育のプログ
ラムを開発する研究については、十分なされている
とは言えない。
ところで、障害のある幼児の療育方法の一つに
ムーブメント教育・療法がある。ムーブメント教
育・療法は、多様な遊具や音楽などの環境を活用し
て体を動かす遊びを中核とした、子どもの健康と幸
? ?
?
福感の達成をねらいとする療育方法である(小林，
2007 ; Frostig， 1970)。小林 (1985)は、人聞の
運動発達が認知機能や情緒機能など他の諸機能と強
い結びつきがあると指摘している。子どもの発達に
とって必要な身体運動経験を目的的にプログラムし
て行うことにより、身体・運動面での発達だけでな
く、知的発達や情緒面の発達を促進する。乙のムー
ブメント教育・療法による療育プログラムを定期的
に実施することによって、 MEPAあるいはMEP
A -R (Movement Education and Therapy Program 
Assessment -Revised、小林， 2005) における評価
で、障害のある幼児の発達における伸長が確認でき
た事例が報告されている(柳沼・小林， 1993、末
光・橋本・土岐・森永・中島， 1996、田村・小林，
2006)。しかしながら、とれまでの研究では少数の
対象児に時間を設定してプログラムを実施した例が
ほとんどであり、ムーブメント教育・療法を日常的
な保育活動の中にどのように取り入れるかについて
は、十分検討されてきていない。ムーブメント活動
は、トランポリンやキャスターボードのように大型
の遊具や、ロープやスカーフ、フープのように小型
の遊具、さらには身近な素材を用いて、子どもが楽
しみながら運動できるようにプログラムされてお
り、特に、統合保育の面からも、障害のある子ども
も、そうでない子どもも共に参加し、発達を促進す
ることができる集団保育のプログラムとして活用で
きる可能性が高いと考えられる。
そこで本研究では、保育・療育に携わる保育士ら
に対し研修を実施し、実際にムーブメント教育・療
法を体験してもらい、発達支援プログラムとしてど
のような効果を期待できるか、どのような形で療育
や保育場面に導入できるかなどについて、アンケー
ト調査を実施する。それにより、障害のある幼児の
療育、及び統合保育におけるムーブメント教育・療
法活用の可能性を探ることを目的とする。
I.方法
1.対象
A:T県内の障害児通園施設4か所の指導者37人
B : T県内の保育所20か所の指導者85人
2.手続き
保育士らに対し、筆者が約2時間のムーブメント
教育・療法に関する理論・実技研修を l回行い、そ
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の後アンケート調査を実施した。研修は、 A、Bい
ずれに対しでも、資質向上を目的として企画された
研修のーっとして実施した。実施時期はAを対象と
した場合が2008年7月、 Bを対象とした場合が同
10月である。
研修内容は、まず資料に基づきムーブメント教
育・療法における発達観、支援の考え方、発達段階
別プログラムの実際、実践のコツの4つについて約
1時間程度の講義を行い、その後1時間程度の実技
演習を行う。実技演習の内容は、身体のタッピング、
ローフ。をつかった活動、風呂敷(スカーフ)や新聞
紙を使った活動で、詳細は表 lの通りである。
表1 実技演習で取り入れた活動の例
項目
身体のタッ
ピング
内容
・歌に合わせて身体のいろいろな部分を
タッピングする。
・参加者が順に身体部位を指定し、全員が
指定された部位をタッピングする。
-各身体部位の特徴や働きをクイズ形式で
発表し、答えとなる身体部位を全員でタッ
ピングする。 など
ロープをつ|・赤、黄、青、緑の色のロープをつないで
かった活動| 円を作り、引っ張り合いをしたり、左右
に回したり、上下に動かしたりする。
・ロープをもって前後左右に移動する。移
動スピー ドを変える。
・ロープの色を指定して、指定されたロー
プをもっている人が場所交代をする。
・ロープで、さまざまな道をつくり、落ち
ないようにたどる。一人で、ほかの人と
手をつないで。
・高さをいろいろに変えてロープを張り、
くぐったりまたいだりする。 など
風呂敷(ス|・風E敷(スカーフ)や新聞紙で、さまざ
力一フ)や| まな身体の部位をこする。隠す。
新聞紙を|・一人を風呂敷(スカーフ)に乗せ、複数
使った活動| の人で、そりのように号|く。
・新聞紙に足を乗せ、滑らせながら歩く 0
・風呂敷(スカー フ)を丸めて、高くとばす。
手で受け取る。手以外の身体の各部で受
け取る。
・ニ人組になって音楽に合わせて動き、止
まったら、ほかの組の人に風呂敷(スカー
フ)をかける。 など
アンケートは、研修終了後その場で記入を求めた。
記入にかかった時間は約10分程度である。アンケー
ト内容は、①職種、②指導経験年数、③以前からムー
ブメント教育・療法について知っていたか 0まい・
いいえ)、④ムーブメント教育・療法が障害のある
幼児及び発達に気がかりがある幼児の保育・療育に
有効だと考える点(自由記述)、⑤ムーブメント教
育・療法を自分の保育・療育に取り入れたい程度
(取り入れたくない、あまり取り入れたくない、ど
ちらとも言えない、できれば取り入れたい、ぜひ取
り入れたいの5件法)、⑥その理由(自由記述)、⑦
もし取り入れたいならその場面(自由記述)である。
m.結果
結果処理にあたって、自由記述項目については、
筆者と特別支援教育を学ぶ学生の計5名がキーワー
ドを選び出し、協議してカテゴライズし、整理した。
また、得られたデータは単純集計により分析した。
1.回収率
回収率は、 A、Bともに100%であった。
2.回答者の職種構成
A:保育士30人、作業療法士 1人、その他の指
導員6人(計37人)
B:保育土85人
3.回答者の指導経験年数構成
経験年数10年ごとに集計したところ、以下のよ
うな構成となった。
A : ~ 10年 (31 人)、 ~20年 (2 人)、 ~30年( 1 
人)、 ~40年 (3人)計37人
B : ~ 10年 (33人)、 ~20年 (16人)、 ~30年
( 18人)、 ~40年 (18人)計85人
4.以前か5ムーブメント教育・療法について知つ
ていたか
以前からムーブメント教育・療法について知って
いた者は、名前を聞いたことがある程度の者を含め、
Aでは32人 (86.5%)、Bでは45人 (52.9%)で、あっ
た。また、すでに自分の実践に取り入れている者は、
Aが11名 (29.7%)、Bが2名 (2.4%)で、あった。
6.ムーブメント教育・療去が障害のある幼児及び発
達に気がかりがある幼児の保育・療育に有効な点
Aの回答総数は85で、 11のカテゴリーに分けら
れた。 Aにおける各カテゴリーと回答数を表2に、
全回答数における各カテゴリーの回答数の割合を
図lに示す。また、 Bの回答総数は115で、同じく
11のカテゴリーに分けられた。 Bの各カテゴリー
と回答数を表2に、全回答数における各カテゴリー
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の回答数の割合を図2に示す。 A、Bそれぞれのカ
テゴリーは、同じものが10種類、異なるものが 1
種類であり、異なるカテゴリーとして、 Aでは、「い
ろいろな体験を増やせる(回答数4、全回答数の
4.7%)J、Bでは、「周囲の子どもの本人へのかかわ
りを育てられる(回答数3、全回答数の2.6%)Jが
挙げられた。
Aの上位3つのカテゴリーは、①遊びを通じて行
うため分かりやすく、楽しんでできる(回答数15、
全回答数の17.6%)、②体を動かすことで発達の遅
れている面や言葉などについて発達を促進できる
(回答数12、全回答数の14.1%)、③子どもの興味関
心や発達の過程、状態に応じてプログラムできる(回
答数11、全回答数の12.9%)の順で、あった。
Bの上位3つのカテゴリーは、①協力性や協調
性・他者意識・ルールを守るなど、社会性を育てら
れる(回答数31、全回答数の27.0%)、②子どもの
意欲や自信、幸福感、達成感など、心の発達を促す
ことができる(回答数21、全回答数の18.3%)、③
遊びを通じて行うため分かりやすく、楽しんででき
る(回答数15、全回答数の13.0%)、体を動かすこ
とで遅れている部分や言葉などの発達を促すことが
できる(回答数日、全回答数の13.0%)の順であった。
表2 ムーブメント教育・療法が障害のある幼児及び
発達に気がかりがある幼児の保育・療育に有効な点
(数値は回答数)
カテゴリー A B 
-遊びを通じでするためわかりやすく、楽し 15 15 
んでできる
-体を動かすことで遅れている部分や言葉な 12 15 
どの発達を促すことができる
-子どもの興味関心や、発達の状態に合わせ 1 6 
てプログラムできる
-身近な環境や様々な遊具を活用できる 10 
-子どもの意欲や自信・幸福感・達成感など 9 21 
心の発達を促すことができる
-協力性や協調性・他者意識・ルールを守る 8 31 
など、社会性を育てられる
-身体感覚や身体概念・身体の使い方など、 7 1 
体の機能を知ることができる
-様々 な感覚を活用できる 6 8 
-いろいろな経験を増やせる 4 。
-音楽を聞きながら体を動かせる 2 2 
-周囲の子どもの本人へのかかわりを育てら 。3 
れる
-その他 2 
計 85 115 
凡例
1 :遊びを通じでするため分かりやすく、楽しんでできる
2 :休を動かすととで遅れている部分や言葉などの発達を促
すととができる
3 :子どもの興味関心や、発達の状態に合わせてプログラム
できる
4 :身近な環境や様々な遊具を活用できる
5 :子どもの意欲や自信・幸福感・達成感など心の発達者E促
すことができる
6:協力性や協調性・他者意識・ルールを守るなど、社会性
そ育てられる
7 :身体感覚や身体概念・身体の使い方など、イ本の機能を知
ることができる
8:様々な感覚を活用できる
9 :いろいろな経験者E増やせる
10:音楽を聞きながら体を動かせる
1 1 :その他
図 1 Aにおいて、ムーブメン卜教育・療法が障害
のある幼児及び発達に気がかりがある幼児の保
育・療育に有効な点について、各カテゴリーの回
答数が全回答数に占める割合
ぜひ取り入れたい
できれば取り入れたい 21 
どちらともいえない
あまり取り入れたくない 10
取り入れたくない 10
0人 10人 20人 30人
凡例
。 9
2.6% 1.7% 
7 
5.2% 
6 
7.0% 
1 :協力性や協調性・他者意識・ルールを守るなど、社会性
を育てられる
2 :子どもの意欲や自信・幸福感・達成感など心の発達を促
すととができる
3:遊びを通じでするため分かりやすく、楽しんでできる
4 :体を動かすことで遅れている部分や言葉などの発達を促
すことができる
5 :身体感覚や身体概念・身体の使い方など、体の機能を知
ることができる
6:様々な感覚を活用できる
7 :子どもの興味関心や、発達の状態に合わせてプログラム
できる
8:周囲の子どもの本人へのかかわりを育てられる
9:音楽を聞きながら体を動かせる
1 0 :身近な環境や様々な遊具を活用できる
1 1 :その他
図2 8において、ムーブメント教育・療法が障害
のある幼児及び発達に気がかりがある幼児の保
育・療育に有効な点について、各カテゴリーの回
答数が全回答数に占める割合
ぜひ取り入れたい
できれば取り入れたい 46 
どちらとも言えない
あまり取り入れたくない 。
取り入れたくない 。
0人 10人 20人 30人 40人 50人
図3 ムーブメン卜教育・療法を自分の保育・療 図4 ムーブメン卜教育・療法を自分の保育・療育に取
育に取り入れたい程度 :A り入れたい程度 :8
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表3 ムーブメン卜教育・療法を自分の保育・療育
に取り入れたい程度を選んだ理由 :A
i柔軟に子どもにあったステップを踏める 141 9.3 
i子どもの興味関心に基づいて実施できる 141 9.3 
i子どもの成長や発達の段階を実感できる 11 2.3 
iv遊べない子どもを遊びにつなげられる 1 1 2.3 
鍬精出正蝉齢散糊付に闘する講演f16ihね
i療育の考え方に共感でき、実践に生かし131 7.0 
たい
i身近な素材を使える 1 21 4.7 
iやり方が決まっていないので、自由にで121 4.7 
きる
iv保育士・指導員も楽しめる 1 21 4.7 
v個別にかかわるとき、どうして良いか困11 2.3 
る
表4 ムーブメント教育・療法を自分の保育・療育
に取り入れたい程度を選んだ理由 :B
カテゴリー |数1%
函雨尚一蜘む欄員特質1と蜘待費j犠1.，相
i楽しく体を動かしてできる
i分かりやすく無理がない
Hi親子で楽しくできる
計 1弱者向?県民間!性向雲様子民主:
? ? ? ? ? ??
???
??????
i自信・社会性・情緒面での力を伸ばすこ
とカtできる
iどんな実態の子どもにも取り組める
i発達全般を伸ばすことができる
iv子どもの興味関心に基づいて実施できる
間精位指導的制組み方民間拘輔j
i身近な素材を使える
i保育士・指導員も楽しめる
23.3弛
①子ども
が取り組
む活動の
特質に関
する事項
53.5目
③保育士・
指導者の
取り絡み
方に関す
る事項
②子ども
の能力や
興味関心
などの実
態に関す
る事項
23.3% 
図5 ムーブメント教育・療法を自分の保育・療育
に取り入れたい程度の選択理由の上位カテゴリー
の割合 :A
③保育士・
指導者の
取り組み
方に関す
る事項
12.3国
②子ども
の能力や
興味関心
などの実
態に関す
る事項
57.日目
①子ども
が取り組
む活動の
特質に関
する事項
30.7弘
図6 ムーブメント教育・療法を自分の保育・療育
に取り入れたい程度の選択理由の上位カテゴリー
の割合 :8
6.ムーブメント教育・撞法を自分の保育・療育に
取り入れたい程度とその理由
ムーブメント教育・療法を自分の保育・療育に
取り入れたい程度については、 Aでは「ぜひ取り
入れたい(すでに取り入れている者を含む)J 15人
(40.5%)、「できれば取り入れたいJ21人 (56.8%)、
「どちらとも言えないJ1人 (2.7%)であった(図
3)0 Bでは、「ぜひ取り入れたい(すでに取り入れ
ている者を含む)J38人 (44.7%)、「できれば取り
入れたいJ46人 (54.1%)、「どちらとも言えない」
l人(1.2%)であった(図4)。また、A、Bとも、「あ
まり取り入れたくない」、「取り入れたくない」を選
択した者はいなかった。
その回答を選んだ理由として、 Aは43、Bは114
の記述があった。記述されていた内容を分類した上
位カテゴリーと下位カテゴリ一、及び回答数とそれ
ぞれが回答総数に占める割合を表3、表4に示す。
また、その上位カテゴリーが回答に占める割合を図
5、図6に示す。上位カテゴリーは、 A、Bとも、
①子どもが取り組む活動の特質に関する事項、②子
どもの能力や興味関心などの実態に関する事項、③
保育士・指導員の取り組み方に関する事項の3つの
に整理された。
①子どもが取り組む活動の特質に関する事項と
は、活動を展開する際の具体的なイメージをふまえ
て、ムーブメント教育・療法の活動がもっ特質につ
いて述べている回答のグループである。下位カテゴ
リーとして、 Aでは、 i集団療育の中で行うことが
でき人とのかかわりが持てる、 i楽しく体を動かし
てできる、出親子で楽しくできるの3つ、 Bでは、
i楽しく体を動かしてできる、 i分かりやすく無理
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がない、出親子で楽しくできるが含まれた。②子ど
もの能力や興味関心などの実態に関する事項とは、
ムーブメント教育・療法による活動に参加する子ど
もの実態や活動を通して得られるであろう子どもの
変化など、子どもに視点をおいている回答のグルー
プである。下位カテゴリーとして、 Aでは、 i柔軟
に子どもにあったステップを踏める、 i子どもの興
味・関心に基づいて実施できる、出子どもの成長や
発達の段階を実感できる、 iv遊べない子どもを遊び
につなげられるの4つ、 Bでは、 i自信・社会性・
情緒面での力を伸ばすことができる、 iどんな実態
の子どもにも取り組める、出発達全般を伸ばすこと
ができる、 iv子どもの興味・関心に基づいて実施で
きるの4つが含まれた。③保育士・指導員の取り組
み方に関する事項とは、保育士や指導員が実際に
ムーブメント教育・療法による活動を展開する際に
考えたり、感じたりする事項に関する回答である。
下位カテゴリーとして、 Aでは、 i療育の考え方に
共感でき、実践に生かしたい、 i身近な素材を使え
る、出やり方が決まっていないので、自由にできる、
iv保育士・指導員も楽しめる、 v個別にかかわると
きどうして良いか困るの5つ、 Bでは、 i身近な素
材を使える、 i保育土・指導員も楽しめるの2つが
含まれた。 Aのvは、「どちらともいえない」を選
んだ回答者の理由である。
上位カテゴリーについて、 Aでは、①子どもが取
り組む活動の特質に関する事項(53.5%)が最も多く、
②子どもの能力や興味関心などの実態に関する事項
(23.3%)、③保育士・指導員の取り組み方に関する
事項 (23.3%)は同数であった。 Bでは、②子ども
の能力や興味関心などの実態に関する事項 (57.0%)
が最も多く、続いて、①子どもが取り組む活動の特
質に関する事項 (30.7%)、③保育士・指導員の取り
組み方に関する事項 (12.3%)であった。
下位カテゴリーのうち、 A、Bそれぞれにおいて
20%以上を占めたのは、 Aが「集団療育の中で行
うことができ、人とのかかわりが持てる (25.6%)J
「楽しく体を動かしてできる (23.3%)J、Bが、「自
信・社会性・情緒面での力を伸ばすことができる
(23.7%)J r楽しく体を動かしてできる (20.2%)J
と、いずれも人とのかかわりや社会性に関する事項
と運動を通して行う活動である点が挙げられてい
る。また、ほかにもA、B両方に共通したカテゴリー
として、「親子で楽しく活動できる」、「子どもの興
昧・関心に基づいて実施できる」、「身近な素材を使
える」、「保育土・指導員も楽しめる」が挙げられた。
一方、 Aにのみ挙げられたカテゴリーとしては、子
どもにあったステップを組めることや指導者が自由
に展開できることなど、ムーブメント教育・療法の
柔軟性に着目したものがあった。 Bにのみ挙げられ
たカテゴリーとしては、分かりやすく無理のない活
動であることや、どんな実態の子どもにもできるな
どのムーブメント教育・療法の汎用性に着目したも
のがあった。
7.ムーブメント教育・療法を自分の保育・療育に
取り入れたい場面
ムーブメント教育・療法を自分の保育・療育に取
り入れたい場面について、 A、Bそれぞれの回答内
容と回答数を表5、表6に、またそれぞれの項目が
回答全体に占める割合を図7、図8に示す。 Aの回
答総数は38、Bの回答総数は61であった。回答内
容として、 A、B両方で挙げられたものは、「集団
活動J、「親子活動」、「毎日の活動」、「遊び」であった。
Aのみに挙げられた活動としては、「療育活動」、「少
人数の活動」、「デイサービス」があった。 Bのみに
挙げられた活動としては、「課題への導入時や離脱
した子どもの誘導時」、「異年齢活動」があった。ま
た、Aで最も多く回答があったのが「親子活動J(回
答数13、34.2%)、Bで最も多く回答があったのが
「集団活動J(回答数20、32.8%)で、あった。
表5 ムーブメント教育・療法を自分の保育・療育
に取り入れたい場面 :A
カテゴリー 数 % 
① 親子活動 1 3 3 4. 2 
② 集団活動 7 1 8.4 
③ 療育活動 6 1 5.8 
④ 毎日の活動 4 10.5 
⑤ 少人数の活動 3 7 . 9 
⑥ 遊びの中で 3 7 . 9 
⑦ デイサービス 2 5.3 
表6 ムーブメント教育・療法を自分の保育・療育
に取り入れたい場面 :8
カァゴリー 数 % 
① 集団活動 2 0 3 2. 8 
② 親子活動 1 0 1 6. 4 
③ 毎日の活動 1 0 1 6.4 
④ 遊びの中で 1 0 1 6. 4 
⑤ 課題への導入時や離脱した 6 1 O. 0 
子どもの誘導時
⑥ 異年齢活動 5 8.2 
。 。
デイサー ビス
5.3% 
図7 ムーブメント教育・療法を自分の保育・療
育に取れたい場面 :A
16.4% 16.4% 
図8 ムーブメント教育・療法を自分の保育・療
育に取れたい場面 :8
W.考察
アンケート結果では、障害のある幼児の療育や統
合保育に関わる保育士・指導員らは、大多数が何ら
かの形で自らの実践に取り入れて、障害のある幼児
及び発達に気がかりがある幼児の保育・療育に活用
したいと考えている。この意欲の高さについては、
今回のアンケート老実施した機会が、ムーブメント
教育・療法をテーマとした資質向上研修で、あったこ
とから、ある意味、当然の結果と考えられる。むし
ろ、このように関心の高い保育士らであるため、ムー
ブメント教育・療法に関して、より多様な側面から、
その活用の可能性を分析することができたものと考
えられる。そこで、アンケートの記述に基づき、以
下にその活用の視点、を整理する。
1.発達支援の方法として活用
ムーブメント教育・療法が障害のある幼児及び発
達に気がかりがある幼児の保育・療育に有効な点
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(以下、有効点)としての回答のカテゴリーで、「体
を動かすととで遅れている部分や言葉などの発達を
促すことができるJ(A: 14.1 %、 B: 13.0%)、「子
どもの意欲や自信・幸福感・達成感など心の発達を
促すことができるJ(A: 10.6%、B: 18.3%)、「協
力性や協調性・他者意識・ルールを守るなど、社会
性を育てられるJ(A: 9.4%、B: 27.0%)、「身体感
覚や身体概念・身体の使い方など、体の機能を知る
ことができるJ(A: 8.2%、B: 9.6%)など、発達の
諸機能を伸長するための方法として、ムーブメント
教育・療法に期待する回答が複数あった。さらに、
ムーブメント教育・療法を自分の保育・療育に取り
入れたい程度を選んだ理由(以下、取り入れ理由)
に「自信・社会性・情緒面での力を伸ばすことがで
きるJ(B: 23.7%)、「発達全般を伸ばすことができ
るJ(B:14.0%)のように、発達支援の視点から
自らの保育に取り入れたいという回答が複数あっ
た。このように、 A、Bともに、発達全般にわたる
支援にムーブメント教育・療法を活用することがで
きるととらえている。
中でも、 Bの回答では、図2、表4に見るように、
社会性面、自信・意欲、情緒面での発達を促進する
ことへの期待が上位を占めている。このことは、統
合保育に携わる保育士の意識として、障害のある幼
児や発達に気がかりのある幼児が、他の子どもとか
かわることが難しかったり、活動を共有することが
難しかったりする発達課題に対応できることを念頭
に置いていると考えられる。さらには、有効点の回
答の中に、「周囲の子どもの本人へのかかわりを育
てられるJ(2.6%)が複数あり、単に、障害や発達
に気がかりのある子どもだけでなく、周りの子ども
の社会性スキルをともに育てる集団保育活動とし
て、統合保育ならではの活用の視点が示唆されてい
る。
2.参加を高める活動として活用
障害のある幼児及び発達に気がかりがある幼児の
中には、場合によっては集団活動の場から逸脱し、
参加が難しい者もある。この点に関連して、有効点
の回答の中に、「遊びを通じてするため分かりやす
く、楽しんでできるJ(A : 17.6%、B: 13.0%) 
が挙げられており、 Aでは最も多数を占め、 Bでも
3番目に回答数の多いカテゴリーであった。また、
取り入れ理由の回答においても、「楽しく体を動か
してできるJ(A : 23.3%、B: 20.2%)がそれぞ
れ2番目に多い回答数を占め、 Bではさらに、「ど
んな実態の子どもでも取り組めるJ(17.5%)が3
番目に多い回答数となり、他に、「分かりやすく無
理がないJ(7.9%)というカテゴリーも挙げられた。
乙のように、子どもにとっての分かりやすさや楽し
さ、「できる」手応えに着目し、障害のある幼児及
び発達に気がかりがある幼児が参加しやすい集団活
動として、ムーブメント教育・療法を保育に取り入
れる活用の視点が示唆された。
3.子どもの実態に応じた活動として活用
子どもの実態に応じた活動を組み立てる場合の視
点としては、一つは子どもが現在持っている能力を
生かす視点、もう一つは子どもの興味関心を生かす
視点の2つが考えられる。有効点の回答においては、
これら 2つの視点について、「子どもの興味関心や、
発達の状態に合わせてフログラムできる」の回答が、
Aで12.9%、Bで5.2%挙げられている。特に、 A
では3番目に多いカテゴリーとなった。また、取り
入れ理由の回答においても、「子どもの興味関心に
基づいて実施できる」が、 Aで9.3%、Bで1.8%あ
り、また、 Aでは、「柔軟に子ともにあったステッ
プを踏める」が、 9.3%挙げられている。特に、 A
の保育士・指導員らは、多様な障害のある子どもの
療育に携わっている。そのため、発達や障害の状況
が大きく異なる子ども達や興味関心に偏りのある子
ども達に対し、個に応じて活動内容を設定するだけ
でなく、さらにそれらの子ども達が一緒に行うこと
ができる活動を設定しなければならない場合もあ
る。よって、子どもの興味関心や、発達の状態に合
わせて柔軟にプログラムできるというムーブメント
教育・療法の特質は、 Bの保育士らに比べ、より関
心の高い活用の視点となっていると思われる。
4.保育士・指導員にとって、実施しやすい活動と
して活用
有効な方法と分かっていても、実施する保育士や
指導員がやりにくさを感じる活動は実施や継続が困
難となる。よって、実施しやすさは、活用の重要な
視点、といえる。アンケートからは、この保育士・指
導員にとっての実施しやすさについて、複数の要素
があることが示唆されている。
一つは、活動に用いる素材の準備しやすさである。
? ??
?
?
アンケートでは、取り入れ理由において、「身近な
素材を使えるJという回答がAで4.7%、Bでは7.9%
挙げられている。ムーブメント活動用に開発された
遊具だけでなく、工夫次第でさまざま素材をプログ
ラムに取り入れることができる点に着目したものと
思われる。
もう一つは、子どもに多様に働きかけられること
である。有効点の回答に挙げられた「さまざまな感
覚を活用できるJ(A: 7.1 %、 B: 7.0%)ことや、 A
の取り入れ理由に挙げられた「やり方が決まってい
ないので、自由にできるJ(4.7%)のように、プロ
グラムを実施する側にとっての活動展開の多様性が
ムーブメント教育・療法を活用する視点のーっと
なっていると思われる。
さらなる要素は、保育士・指導員自身が楽しめる
ことである。これについて、取り入れ理由のAで
4.7%、Bで4.4%の回答があった。本来子どものた
めに行う活動ではあるが、それを展開することが子
どもだけでなく、保育士や指導員にとっても楽しみ
や喜びと感じられることで、継続的な取り組みとそ
の改善への力となる。子どもも支援者も楽しめる活
動であることは、実施しやすさを示す重要な特徴で
あると言える。
6.多様な保育活動場面に導入できる活動として活
用
表5、表6、及び図7、図8に見るように、 A、
Bの保育士・指導員らは複数の場面で、ムーブメン
ト教育・療法を導入したいと考えている。 A、B、
いずれも、「集団活動」、「親子活動」、「毎日の活動J、
「遊び」を挙げていることから、一つは、保育士や
指導員がプログラムを展開する集団での設定保育と
して、もう一つは、日常的に行われる自由な活動や
遊びとして、活用する視点が見られる。また、「親
子活動J(A : 34.7%、B: 16.4%)が挙げられて
いるととは、子どもだけでなく、一緒に活動する大
人自身も楽しめるムーブメント活動の特質をとらえ
て、親参加型の活動にふさわしいととらえたからで
あろう。また、集団で行う親子活動では、障害のあ
る幼児や発達に気がかりがある幼児が参加しやすい
活動であることが重要なポイントであり、その点か
らも導入しやすいと判断したと思われる。
Aのみに「療育活動J(15.8%)が挙げられてい
るのは、先に述べた発達支援の方法としての活用の
視点が協調されたからであると考えられる。併せて
Aでは、「少人数の活動J(7.9%)、「デイサー ビス」
(5.3%)など、障害のある幼児の支援に携わる保育
士・指導員ならではの、集団の規模や活動の場面を
問わない多様な活動場面への活用が提案されてい
る。
Bのみに挙げられた活動としては、「課題への導
入時や離脱した子どもの誘導時J(10.0%)、「異年
齢活動J(8.2%)があった。統合保育において、障
害のある幼児や発達に気がかりがある幼児がスムー
ズに集団活動に参加することは、保育士が常に配慮
する事項の一つであろう。ムーブメント活動のもつ
分かりやすさや楽しさ等、子どもの参加を高める特
質老生かして、活動への導入や誘導場面に活用する
ことは、障害のある幼児や発達に気がかりがある幼
児のためだけでなく、他の幼児にとっても活動への
集中を高めるために役立つものであり、統合保育に
おけるムーブメント教育・療法活用の有効な視点と
いえる。また、異年齢活動は、参加する幼児の発達
の状態が大きく異なる活動であるが、同様にムーブ
メント活動の分かりやすさや展開の柔軟性などを活
用できる保育場面として、挙げられたものと考えら
れる。
V.まとめ
以上、障害のある幼児の療育、及び統合保育に携
わる保育士・指導員らが、ムーブメント教育・療法
についてどのような効果を期待し、それをどのよう
に、日々の保育・療育活動に活用しようと考えてい
るかについて、検討してきた。
障害児通園施設で療育に携わる保育士や指導員ら
は、発達の促進に重点を置きつつ、ムーブメント教
育・療法によって、活動が子どもにとって楽しいも
のとなること、対象児の障害の状態や興味関心に応
じて、柔軟に支援できる点在強調している。一方、
地域の保育所等で統合保育に携わる保育士らは、発
達に気がかりのある子どもの保育を進める上で大き
な課題である、他児とのかかわりや情緒の安定やコ
ントロール、活動参加意欲の問題に対応できる点に
着目している。特に周りの子どもに及ぼす効果や、
子どもの年齢等を間わず実施できる点を取り上げて
いるのも、統合保育に取り組む保育士ならではの課
題意識と言える。
また、障害のある幼児のためだけの活動としての
?
?
?
視点だけでなく、障害のない子どもやその保護者を
含めた多様な活動形態で導入できる点や、指導する
側にとっても楽しめる活動である点が示されたこと
は、さらなる活用の可能性老広げるものといえる。
このように、保育士・指導員らの視点から、ムー
ブメント教育・療法が、個に応じて多様な取り組み
が求められる保育・療育の実践に生かすことがで
き、特に障害のある子どもや発達に気がかりがある
子どもを含む集団で、の活動プログラムとしても、導
入できる可能性が示された。今後は、その具体的プ
ログラムについて、さらなる研究開発が必要である。
(本研究は、平成20年度富山大学学長裁量経費を受
けた研究の成果の一部である。)
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